
  

       
 冤罪・布川事件の国家賠償請求訴訟を支援する会 発行 

冤罪・布川国賠ニュース 

第３９号修正版 2020.10.22 

     布川国賠を支援する会第 9回総会 

１１月２２日（日）午後２：００～ 
       会場 日比谷図書文化館４F小ホール 

内容 桜井さん活動報告  

２０１９年度活動報告会計報告 

２０２０年度活動採択 

弁護団報告 弁護団副団長松江頼篤弁護士 

      終了後 桜井昌司ミニコンサート（午後 3:00 頃～） 
      ～近年亡くなられた人々を追悼し、思い出を語り歌う～ 

※入場制限が解除され 60名までとなりました 

          

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★ 

布川国賠控訴審 最終弁論(101号法廷) 

１２月１５日(火)１０：３０～１２：００  

桜井さん・弁護団意見陳述 ‼ 

報告集会 12:00頃～（日比谷図書文化館地下大ホール） 

※マスク着用と名簿への記入が条件です 

※傍聴人数が 35名に制限され、10時頃傍聴券発行が予想されます。傍聴券交付情

報詳細については直前の支援する会や裁判所のホームページをご覧ください。 



              

 コロナ問題の対応で停まっていた裁判ですが、10

月 7 日の進行協議で一気に結審が決まりました。12

月 15 日午前１０時半からの最終弁論が決まりまし

て、これで結審です。残すは判決だけとなります。 

 検察と茨城県警双方の控訴によって始まった高

裁で審理でしたが、警察と検察の反論は一審の焼き

直し。同じような弁明の書面を提出しただけでした。

今さら過去の行いを言い繕うことはできないので

すから、当然のことだろうと思います。 

 高裁では裁判長自らが「検察手持ちの証拠につい

て、警察から送られた月日を開示して欲しい。判決

で間違わないためにも。それが判ると有り難い。」と

求めましたが、国は開示を拒否しました。また、弁

護団が「桜井録音テープに付いて警察官が偽証を行

ったときに検察官も録音テープの存在を知りなが

ら偽証に加担した。警察から検察に桜井 1 本目の録

音テープが送られた月日を明らかにして欲しい」と

求めたのに対しても「個別の回答はしない」と、こ

れも拒否でした。 

 皆さんもご存知下さるように、この録音テープの

存在については「録音していない」と警察官は偽証

しました。ところが、３６年ほど経過した後の再審

請求審段階になって、当時の園部検事が「ある」と

して提出して来ました。検察官の手元に有ったとい

うことは、それ以前に警察から検察に送られていた

ことは明らかです。そして、警察官が「録音してい

ない」と偽証したときに録音テープが検察に有れば

検察官も偽証に加担していたことは明らかです。 

 「警察官が偽証したときに録音テープは検察には

ない」と答えれば嘘になり、と言って正直に回答す

れば検察官が警察官の偽証を知りながら許したこ

とが明らかになるために、苦肉の策として「認否放

棄」という手段になったのだと思います。 

このような認否放棄をしたような場合は、主張し

た側の言い分が正しいと認められるのが民事裁判

だと聞きますので、この録音テープ問題での検察の

責任も認められるだろうと思います。そして、必ず

や高裁でも勝利の判決があるものと確信していま

す。 

検察の証拠開示義務を説いた地裁での勝利判決

は画期的でした。国は「検察に証拠開示義務はない」

としてあれこれの論を展開しますが、そもそも検察

が証拠を提出しなくて良いと書かれた法律もあり

ません。証拠開示義務の法律もなければ証拠非開示

を認める法律もないのです。今の法律が作られたと

きに公益の代表者たる検察が証拠を隠してしまう

ということを想定していないのが、今の法律なのだ

ろうと、私は考えています。有利も不利もなく、検

察は公益の代表者として裁判に必要な証拠は提出

するものだという信頼、信用によって作られたはず

が、その文字面だけを根拠に何時の間にか「法律的

に証拠開示義務はない」とする点だけがまかり通っ

てきたのが裁判なのではないでしょうか。 

高裁でも勝利して、開示義務も書いて無いならば

非開示権利も書いてはいない法律の欠陥を、一日も

早く是正しなければならないと思っています。 

この年度末の３月ころにはあるでしょう判決が楽

しみです。 

  

「 いよいよ結審 」 

        桜井昌司   

★☆★東京高裁要請行動のお知らせ★☆★ 

12 月 11 日(金)11:00～（※10 分前に高裁前に集合） 

高裁最後の要請となります。署名は 11 月 30 日までにお送りください。 

 



  

 一筋の道を歩んだと言って良い私の５４年でし

たが、実にたくさんの方の善意に支えられました。

そして、その多くの方が他界されました。お名前を

書いて行けば、それだけで何ページにもなるだろう

皆さんですが、自分が癌という病を背負ってからは、

より亡くなられた皆さんが近くなるとともに、お元

気な皆さんには、ぜひともお元気で頂きたい思いを

強くしています。 

 つい最近にお亡くなりになった吉田道子さんは

「布川事件の弁護に力を入れたい」として独立され

た山本裕夫先生と一緒に事務所を立ち上げた事務

局でした。山本先生は、吉田さんに対して「下手な

弁護士よりも力量がある」と評されることがありま

したが、布川事件の再審請求時における吉田さんの

立場と役割を伺って、そうだったのか！と、改めて

吉田さんの存在価値を知りまして、もう少し一緒に

いて欲しかったと残念なばかりです。 

 吉田さんからは１年ほど前に「私も胃癌だ」との

お手紙を頂きまして、私を心配しての病院やら対策

での資料を頂きました。まさか、こんなに急に亡く

なられるとは思っていませんでした。 

 急と言えば、茨城県で布川事件を支援してくれて

いた名物男の鈴木謙治さん、ケンちゃんの逝去も急

でした。間質性肺炎になって施設生活を送るように

なっても、あれこれの集会には来てくれていました

が、まだ大丈夫と思っていましたのに、もう会えな

くなりました。そして、鈴木謙治さんと同じに日立

製作所の差別裁判を闘い、仲が良いのだか悪いのだ

か判らないような佐竹さんの逝去も急でした。正確

な病名も聞かないうちに、まるで鈴木さんの後を追

うようにして亡くなりました。何時も一緒の飲んで

楽しかったケンちゃん、ジュネーブへ同行して「桜

井の付き人だ」と言ってくれ、ベッドでも「布川事

件はどうした」と案じてくれていたという佐竹さん、

もう少しで高裁でも決着だと思うと、本当に残念で

す。 

 私の癌は食事療法などの効果で、どうやら回復に

向かっています。ステージ４と言われた直腸の回復

は目に見えていまして、まだ癌は残っているものの、

あと数か月もあれば完治できると感じます。この病

状は来週、病院で再検査がありますので、次回のニ

ュースで、更に明確な良いお知らせを報告できると

思います。 

 決して西洋医学的な治療を否定はしませんが、食

事療法は恐るべしです。毎日の食事の大事さを教え

てくれる癌の経過ですが、生かされる命ならば冤罪

に苦しむ仲間のために、これからも生涯を一筋の道

を歩いて行くつもりでいます。 

 

  

「 ５４年目の想い 」  

           桜井昌司 

桜井さん、テレビ東京で新曲披露!! 

テレビ東京「超ファンタスティック遺言」 

10月 21日(水)22時～で 

人生観を語り、新曲を披露しました。 

新曲は「私の人生」（作詞 桜井昌司 作曲 大瀧賢一郎）で、 

その歌詞には桜井さんの人生哲学がちりばめられています。 

総会後のミニコンサートでも披露する予定です。 



、しょう 

 

  

 

 

  

訃 報 

★桜井さんのお話にあるように、茨城守る会で積

極的に活動された鈴木謙治さんが昨年 11 月 18 日

に亡くなられましたが、支援する会の活動に多額

の寄付を遺言されました。支援する会では、西新宿

の桜井事務所のインターネット環境整備などに使

わせていただきました。広く桜井事務所を使用し

ている冤罪をなくす活動のために使われます。 

★「桜井昌司さんと杉山卓男さんを守る会」再審請

求当時弁護団の事務局長をされた山本裕夫弁護士

の事務所事務局で活動を支え、守る会でも活動し

た吉田道子さんが 8 月 14 日に亡くなられました。

他にも近年、守る会での事務局員であった救援会

大田支部の小塚恒夫さん、支援する会の事務局員

でネパールを何度も尋ね、ゴビンダさんを支える

会会員でもあった片川俊一さん、ジュネーブへの

布川の国連要請に何度も参加された茨城の佐竹光

生さんがお亡くなりになっています。ご冥福をお

祈りいたします。  

支援する会では、総会後、この方々を追悼し、残

された者としてさらに闘い続ける思いを込め、桜

井昌司ミニコンサートを行います。 

 

 

署名のご協力ありがとうございます！ 

 署名数  総計２，６１５筆！ 

（10月 7日現在 敬称略） 

米田一男(5)、神戸優香里(95)、救援会奈良県本部

(20)、梅田四郎(4)、福島明保(5)、鈴木都子(5)、佐

藤敦子(5)、柚木康子(5)、土本雅行(10)、曹洞宗新

潟県第一宗務所(16)、救援会相模原支部(150)、救援

会広島県本部（18）、為我井ノリ子（50）、救援会長

崎県本部(53)、救援会青森支部(15)、救援会北九州

総支部(10)、西備民主商工会(6)、救援会北海道本部

(5)、救援会室蘭支部(24)、救援会岐阜県本部(10)、

救援会兵庫県本部(10)、救援会広島県東部支部(17)、

救援会千葉県本部(85)、山口県民医連(4)、救援会愛

知県本部(63)、まちだ・さがみ総合法律事務所(15)、

救援会奈良県本部(5)、救援会茨城県本部(106) 

※12 月 11 日に要請行動で提出します。 

11 月末日頃までにお送りください！ 

 

行動経過――――――――― 

4 月 27 日(月)布川国賠口頭弁論中止 

10 月 7 日(水)布川国賠控訴審進行協議 

10 月 21 日(水)22:00～23:00 

桜井さんテレビ東京に出演 

10 月 22 日(木)ニュース 39 号発行 

 

当面の行動予定――――――――― 

11 月 22 日(日)14:00～ 

布川国賠を支援する会総会 

（日比谷図書文化館 4F 小ホール） 

12 月 11 日(金)11:00～東京高裁要請行動 

12 月 15 日(火)10:30～ 

  東京高裁布川国賠裁判最終弁論 101 号法廷 

  報告会 日比谷図書文化館地下大ホール 
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